
展示名 説明

１ 太陽系の大きさ
コスモスプラネタリウム（直径１２ｍ）をもとにして太陽系の広さを
表します。

２ 太陽系 太陽を中心とした金星や地球などの惑星の軌道を説明します。

３ 日食・月食
太陽が月に隠されたり、月が地球に隠されたりする現象を動く模型で
確かめられます。

４ 月の満ち欠け
月は太陽との関係で見え方により、満ちたり欠けたりすることがわか
ります。

５ 隕石（いんせき）
今から約２万年前に、アメリカアリゾナ州に落ちたといわれる本物の
隕石です。

６ 太陽の日周運動
光線のかげの動きをもとに、太陽の天の通り道を季節ごとに調べられ
ます。

７ 地球の中のようす 地球の内部は温度の高いマグマになっていることが分かります。

８ 太陽の中のようす 光や熱を絶えず出し続ける太陽の中の仕組みを説明しています。

９ ペンシルロケット
日本の宇宙開発はまさに鉛筆の大きさのロケットから始まったので
す。

10 コスモス号 国際宇宙ステーション(ISS)からの地球を眺めることができます。

11 大地球儀 直径２４０㎝の大地球儀があります。

12 星座早見
いつ、どこに、どんな星や星座が見られるか、調べることができま
す。

13 立体星座
地球から見た星座の形と、他の星から見た星座の形は違うことが分か
ります。

14 天球儀
透明ドームの中に入ると、説明を聞きながら黄道１２星座などを学習
することができます。

15 星の明るさ・一生・大きさ グラフィックパネルで、星々の特徴の違いを説明しています。

16 大宇宙の壁画 広大な宇宙のようすを、壁画で表しています。

17 大陸は動いている 大地球儀の窓をのぞくと、大陸移動説を説明しています。

18 トリックプリント
ある方向からでしか見えない絵を展示しています。
どこから見ればよいのか、見える場所を探してみてください。

２階　天文・宇宙の階


